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１ はじめに 

高等部の生徒でも相手の気持ちを理   この中にあなたが選んだ数字はありま 

解できる生徒はすくない。コミュニケ   すか？と質問を投げかけて「ある」と 

ーション能力の向上を目指し、iPadに   答えた時にはその表の左上の数を記録 

アプリケーションを組み込み、それを   しておき、次々とマトリクスを見せて 

使用することで実用的コミュニケーシ   それを繰り返し行い、質問者はその数 

ョン能力を育成することを狙った。    を足した合計が相手の選んだ数字とな 

 対照群は知的障害（太田のステージ   る。 

Ⅳレベル）で小学校４年程度の漢字の        ３ 結果  

読み書きはできる。足し算や引き算が    実用的コミュニケーションでのコミ 

でき、日常生活には支障がなく過ごし   ﾕニケーションレベルはペーパーのみ 

ているが、相手の気持ちをいたわった   を使用した場合に比べ iPadを利用し 

り、自分勝手な言動を繰り返していて   た時の方が生徒の取り組む意欲が高く 

コミュニケーション能力としてはほど   コミュニケーションの実用性が高かっ 

遠い。そこで１０進法と２進法を組み   た。 

合わせて、クイズ形式で１～３1の数 

字の中で各自が選んだ数を１つだけ選 

択させ、それを当てる方法をとり、相 

手の事を理解するという、非言語的（ 

ノンバーバル）コミュニケーション能 

力により補完される総合的なコミュニ 

ケーションの実用性の観点から実践を 

行った。 

 

      ２ 方法 

 A～Eのマトリクス（数表）を使用し 



                     れていることである。 

２） iPad を使用することでのコミュニ                     

ケーション能力について  

                     コミュニケーションのハンデｲキャプ 

                     については手話等の方法がある。 

聴覚障害例のハンデｲキャップには以 

                     上のように援助体制があるが知的障害 

                     には有効な支援体制がされていないの 

                     が現状と思われる。 

                     以上のようにコミュニケーション能力 

                     言語情報の理解（把握）、ハンデｲキャ 

                     ﾂプ（心の理解）の援助体制という３点 

                     から比較したとき、知的障害において 

                     iPadの有用性が本事例では認められた 

 

                    ５ おわりに 

                今年度４月に自分なりにテーマとし 

４ 考察           て「ICT（情報通信技術）の進歩と人 

（１） コミュニケーション能力について   間のコミュニケーン」副題に（ブロ 

知的障害の実用的コミュニケーショ  ードバンド・ユビキタス時代のコミュ 

ン能力でのコミュニケーションレベル  ニケーション進化論）ということを掲  

にて、他の言語モダリテｲである発話   げ、先端科学は、どこまで人間の謎に 

能力、文字理解、書字能力は保たれて  近づけるか）というだいそれたテーマ  

 いる。                をかかげてしまい、ヒントは人の中に 

知的障害（自閉症を含む）により、撥  あると考え「この美しい青き地球に存 

話能力、文字理解、書字能力に個人差  在する自然、エネルギー、そして人類 

を認めたとしても他のコミュニケーシ  をはじめとするさまざまな生物のため 

ョン手段としての手話（音楽で使用）  に私たちは、今地球規模で、未来を考 

があり、コミュニケーションの実用性  える時代に到達しました。そして本当 

は高い。言語機能のみによるコミュニ  の豊かさのために最先端のテクノロジ 

ケーション実用度で評価した場合には  －を選択する時代が既に始まっている 

非言語的コミュニケーション能力を活  と考えます。」 

用できない分だけさらにコミュニケー         

ションが困難になることは、よく知ら        参考文献 
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